
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
／
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

北
九
州
市
沖
で
の
洋
上
風
力
発
電

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

提
供

地
熱
発
電
　
　
　

中
小
水
力
発
電
　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電

熱
利
用
　
　
　

今
後
に
向
け
て
　

　環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所

Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ

主
任
研
究
員
／

ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
環
境
政
策

研
究
セ
ン
タ
ー
博
士
課
程

山
下
　紀
明
　

地
域
主
導
型
の
事
業
促
進

制度整え普及に弾みを
　　 ２０１３年 平成２５年 ７月３０日 火曜日 （第２部） 　　 （ ）

　
太
陽
熱
温
水
器
や
ソ
ー
ラ

ー
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
太
陽

熱
利
用
シ
ス
テ
ム
は
２
０
０

０
年
代
後
半
か
ら
新
技
術
の

採
用
や
大
規
模
な
導
入
事
例

が
増
え
て
お
り
、
東
京
都
な

ど
も
政
策
で
後
押
し
し
て
い

る
。
近
年
の
年
間
導
入
量
は

５
万
―
６
万
台
程
度
で
あ
っ

た
が
、
高
効
率
給
湯
器
と
の

一
体
型
や
太
陽
光
発
電
と
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
、

集
合
住
宅
で
の
導
入
な
ど
が

今
後
増
え
る
だ
ろ
う
。
東
京

ガ
ス
は
高
効
率
ガ
ス
給
湯
器

と
一
体
化
し
た
ベ
ラ
ン
ダ
設

置
型
小
規
模
太
陽
熱
利
用
シ

ス
テ
ム
を
販
売
し
て
い
る
。

空
気
式
太
陽
熱
利
用
住
宅
を

展
開
す
る
Ｏ
Ｍ
ソ
ー
ラ
ー
も

着
実
に
施
工
実
績
を
積
み
上

げ
て
い
る
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用
に
つ

い
て
は
製
紙
工
場
や
製
材
所

な
ど
で
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
オ
ン
サ
イ
ト
熱
利
用
が
以

前
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
最

近
は
木
質
ペ
レ
ッ
ト
利
用
も

増
え
て
い
る
。
高
性
能
木
質

ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
は
温
浴
施

設
・
福
祉
施
設
・
農
園
芸
施

設
・
公
共
施
設
な
ど
に
５
０

０
基
以
上
導
入
さ
れ
て
お

り
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
品
質

規
格
の
制
定
も
行
わ
れ
た
。

畜
産
廃
棄
物
の
ガ
ス
化
・
メ

タ
ン
発
酵
に
よ
る
熱
利
用
は

大
規
模
な
農
場
が
多
い
北
海

道
で
見
ら
れ
る
。

　

―
数
十

程
度
の
地
下

の
熱
を
活
用
す
る
地
中
熱
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
は
北

海
道
や
東
北
を
中
心
に
採
用

件
数
が
伸
び
て
お
り
、
既
に

１
０
０
０
件
を
超
え
て
い

る
。東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
大

林
組
・
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
テ

ク
ノ

の
よ
う
な
最
新
建
築

物
に
導
入
さ
れ
て
お
り
、
フ

ィ
ア
ス
ホ
ー
ム

Ｌ
ｉ
ｘ
ｉ

ｌ
住
宅
研
究
所

な
ど
地
中

熱
シ
ス
テ
ム
を
取
り
扱
う
ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー
も
増
加
し
て

い
る
。
ま
た
道
路
融
雪
や
温

水
プ
ー
ル
、
農
業
用
温
室
で

の
利
用
例
も
あ
り
、
採
用
数

の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
。

　
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

の
導
入
以
降
、
太
陽
光
発
電

が
大
幅
に
伸
び
て
い
る
が
、

合
意
形
成
や
調
査
・
開
発
に

時
間
を
要
す
る
他
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
熱
利
用
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
普
及
策

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
日
本
で
の
事
業
規
模
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
は

大
企
業
に
よ
る
開
発
が
大
部

分
で
あ
る
が
、
地
域
住
民
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
主
導
の
取
り
組
み
も

近
年
増
加
し
て
い
る
。
太
陽

光
発
電
や
風
力
発
電
、
小
水

力
発
電
で
は
多
数
の
一
般
市

民
の
出
資
に
よ
る
事
例
が
既

に
見
ら
れ
る
。

年
度
か
ら

始
ま
っ
た
環
境
省
に
よ
る

「
地
域
主
導
型
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
化
検
討
業

務
」
の
対
象
地
域
は

年
度

募
集
分
も
含
め

カ
所
を
超

え
る
予
定
で
あ
る
。
対
象
地

域
で
は
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
や

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
育
成

し
、
多
く
の
主
体
が
参
加
す

る
協
議
会
に
よ
り
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
の
計
画
や

合
意
形
成
を
進
め
、
事
業
化

計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
既

に
ほ
う
と
く
エ
ネ
ル
ギ
ー

神
奈
川
県
小
田
原
市
、
蓑

宮
武
夫
社
長
、
０
４
６
５
・

２
３
・
０
０
７
７

、
し
ず

お
か
未
来
エ
ネ
ル
ギ
ー

静

岡
市
葵
区
、
服
部
乃
利
子
社

長
、
０
５
４
・
２
６
０
・
４

４
１
４

、
多
摩
電
力
合
同

会
社

東
京
都
多
摩
市
、
山

川
陽
一
代
表
、
０
４
２
・
３

５
７
・
５
３
３
３

が
設
立

さ
れ
、
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
長
野
県
飯
田
市
で

は
以
前
か
ら
お
ひ
さ
ま
進
歩

エ
ネ
ル
ギ
ー

原
亮
弘
社

長
、
０
２
６
５
・
５
６
・
３

７
１
１

が
太
陽
光
発
電
導

入
や
省
エ
ネ
事
業
を
展
開
し

て
い
る
。

年
度
か
ら
飯
田

市
で
は
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
に
よ
る
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
に
関
す
る

条
例
」
が
施
行
さ
れ
、
地
域

の
団
体
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
と
地
域
の
課
題

解
決
に
取
り
組
む
こ
と
を
さ

ら
に
促
進
す
る
制
度
を
運
用

し
て
い
る
。
今
後
も
こ
う
し

た
地
域
に
根
ざ
し
た
事
業
化

を
後
押
し
す
る
制
度
が
国
と

地
域
で
策
定
さ
れ
れ
ば
、
地

域
分
散
型
の
特
徴
を
生
か
し

た
加
速
的
な
普
及
に
つ
な
が

る
。

　
今
後
の
日
本
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
向
け

て
は
、
本
質
的
な
電
力
シ
ス

テ
ム
改
革
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
中
長
期
的
な
導
入

目
標
の
設
定
や
情
報
公
開
、

種
々
の
規
制
や
制
度
の
改
正

が
求
め
ら
れ
る
。
固
定
価
格

買
い
取
り
制
度
自
体
も
調
達

価
格
の
区
分
調
整
や
情
報
公

開
、
電
力
系
統
へ
の
優
先
接

続
や
優
先
給
電
の
徹
底
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
事
業
開
発

の
各
段
階
に
お
け
る
リ
ス
ク

低
減
や
資
金
調
達
支
援
ス
キ

ー
ム
な
ど
も
課
題
で
あ
る
。

規
制
緩
和
や
既
存
の
制
度
と

の
調
整
が
求
め
ら
れ
る
一
方

で
、
土
地
利
用
な
ど
の
社
会

的
な
合
意
形
成
を
適
切
に
進

め
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
制
定
や
優
先
導
入
区
域
の

設
定
、
地
域
へ
の
利
益
の
還

元
な
ど
の
ル
ー
ル
を
新
た
に

定
め
る
こ
と
も
地
域
主
導
型

の
事
業
を
促
進
す
る
要
因
と

な
る
。

　
日
本
に
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
理
的
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
と
技
術
的
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
豊
富
に
存
在
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
を
生
か
す
た
め

の
大
き
な
戦
略
と
詳
細
な
制

度
を
設
計
し
、
事
業
を
進
め

る
企
業
や
人
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
最
大
限
に
活
用
し
て
い

く
こ
と
が
今
後
の
大
き
な
課

題
と
な
る
。

　
１
９
６
６
年
に
国
内
初
の

地
熱
発
電
所
が
運
転
を
開
始

し
て
か
ら
、
現
在
稼
働
中
の

大
型
の
地
熱
発
電
所
は

カ

所
、

万
５
０
０
０

で

あ
る
。
地
熱
発
電
所
は
出
力

数
万

規
模
の
も
の
が
多

い
が
、杉
乃
井
ホ
テ
ル
大
分

県
別
府
市

や
九
重
観
光
ホ

テ
ル
大
分
県
九
重
町
、
霧

島
国
際
ホ
テ
ル

鹿
児
島
県

霧
島
市

で
の
小
規
模
な
事

例
も
あ
る
。
２
０
０
０
年
代

に
は
開
発
が
停
滞
し
て
い
た

が
、
固
定
価
格
買
い
取
り
制

度
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
、

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
大
き
さ
と

安
定
的
な
発
電
が
期
待
で
き

る
こ
と
な
ど
か
ら
今
後
の
拡

大
が
見
込
ま
れ
る
。
課
題
と

な
っ
て
い
た
自
然
公
園
内
の

開
発
規
制
や
国
有
林
、
温
泉

法
、
電
気
事
業
法
な
ど
の
規

制
に
つ
い
て
の
緩
和
の
検
討

が
進
ん
で
お
り
、
地
域
の
合

意
形
成
の
た
め
の
支
援
も
始

ま
っ
て
い
る
。
長
崎
県
雲
仙

市
小
浜
の
温
泉
熱
発
電
事
業

は
地
域
の
観
光
協
会
が
主
導

し
て
お
り
、
新
た
な
モ
デ
ル

と
し
て
進
展
が
期
待
さ
れ

る
。

　
日
本
の
地
熱
発
電
設
備
、

と
く
に
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
技
術

は
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に

あ
る
。
国
内
の
地
熱
発
電
所

に
設
置
さ
れ
て
い
る
蒸
気
タ

ー
ビ
ン
と
発
電
機
は
、
バ
イ

ナ
リ
ー
型
を
除
い
て
全
て
東

芝
、
富
士
電
機
、
三
菱
重
工

業
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
２

０
０
０
年
か
ら

年
に
完
成

ま
た
は
完
成
予
定
で
あ
っ
た

世
界
の
地
熱
発
電
所
の
タ
ー

ビ
ン
供
給
数
は
、
日
本
の
メ

ー
カ
ー
が

％
を
占
め
て
い

る
。
ま
た
温
泉
熱
の
利
用
を

目
指
し
た
１
０
０

以
下

の
小
規
模
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電

の
開
発
が
地
熱
技
術
開
発
や

神
戸
製
鋼
所
な
ど
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
て
い
る
。
富
士
電

機
は
海
外
需
要
が
見
込
ま
れ

る
大
型
の
バ
イ
ナ
リ
ー
シ
ス

テ
ム
開
発
を
目
指
し
て
い

る
。
ま
た
、
地
熱
調
査
専
門

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
世
界
中

で
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

基
本

計
画

の
作
成
や
調
査
に
関

わ
っ
て
い
る
。

　

年
度
末
時
点
で
１
万

以
下
の
中
小
水
力
発
電
は

１
２
６
８
カ
所
、
２
３
４
・

７
万

に
達
し
て
お
り
、

大
規
模
水
力
を
除
け
ば
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で

最
大
の
発
電
量
を
供
給
し
て

き
た
。
そ
の
う
ち
容
量
１
０

０
０

以
下
の
も
の
は
５

０
２
カ
所
、

万
７
０
０
０

で
あ
る
。
近
年
は
こ
う

し
た
小
規
模
な
水
力
発
電
所

が
年
数
十
基
ず
つ
増
え
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
に
全
国
の
市

民
か
ら
の
出
資
に
よ
る
富
山

県
魚
津
市
の
小
早
月
川
発
電

所

ア
ル
プ
ス
発
電

の
事

例
も
あ
る
。
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度
の
開
始
も
相
ま
っ

て
、
全
国
各
地
で
小
水
力
導

入
の
た
め
の
協
議
会
や
研
究

会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
多

く
の
調
査
や
計
画
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム

の
長
さ
は
あ
る
も
の
の
今
後

も
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。

年
中
に
は
関
西
電
力

に
よ
る
新
黒
薙
第
二
水
力
発

電
所

１
９
０
０

、

北
陸
電
力
に
よ
る
新
猪
谷
発

電
所

５
０
０

、
中

国
電
力
に
よ
る
高
野
発
電
所

１
４
０

な
ど
が
運

転
を
開
始
し
、
今
後
の
開
発

計
画
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。

鹿
児
島
県
伊
佐
市
で
日
本
工

営
が
進
め
た
新
曽
木
発
電
所

は
、
歴
史
あ
る
旧
曽
木
発
電

所
を
活
用
し
た
４
６
０

の
発
電
所
で
あ
る
。
地
方
自

治
体
の
企
業
局
に
よ
る
開
発

事
例
も
見
ら
れ
る
。
発
電
水

利
権
許
可
の
合
理
化
な
ど
も

進
め
ら
れ
、
以
前
よ
り
も
規

制
は
緩
和
さ
れ
て
お
り
、
今

後
も
見
直
し
が
進
む
と
考
え

ら
れ
る
。

　
１
０
０
０

以
下
の
小

水
力
発
電
で
は
田
中
水
力
、

イ
ー
ム
ル
工
業
、
富
士
電

機
、
明
電
舎
、
川
崎
重
工
な

ど
が
発
電
機
製
造
や
導
入
で

大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い

る
。
一
方
で
、
関
電
工
、
Ｔ

Ｈ
Ｋ
、
ミ
ゾ
タ
な
ど
の
技
術

を
持
つ
企
業
が
新
規
に
参
入

し
て
い
る
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
は
多

く
の
種
類
が
あ
り
、
大
き
く

は
廃
棄
物
発
電
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
、
食
品
・
畜
産

等
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
化
石

燃
料
混
焼
発
電
に
分
け
ら
れ

る
。
こ
れ
ま
で
に
３
０
０
万

以
上
が
導
入
さ
れ
て
い

る
う
ち
廃
棄
物
発
電
が

％

以
上
を
占
め
て
お
り
、
各
自

治
体
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
発

電
と
自
家
発
電
用
途
の
産
業

廃
棄
物
発
電
が
主
で
あ
る
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
食

品
・
畜
産
等
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
は

年
頃
か
ら
導
入
が
進

み
、
固
定
価
格
買
い
取
り
制

度
に
よ
る
普
及
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
規
模
別
で

の
買
い
取
り
価
格
設
定
の
必

要
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
熱

利
用
へ
の
適
切
な
誘
導
も
望

ま
れ
る
。
石
炭
火
力
発
電
へ

の
混
焼
に
よ
る
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー

ス
で
数
％
程
度
で
あ
る
が
、

専
焼
施
設
に
比
べ
て
建
設
コ

ス
ト
が
低
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
他
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

利
用
設
備
と
の
燃
料
競
合
の

懸
念
も
あ
る
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
は
多
岐
に
わ

た
る
た
め
、
関
連
す
る
産
業

も
多
い
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
、
食
品
・
畜
産
等
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
だ
け
で
も
、
農

林
業
、
畜
産
業
、
木
材
加
工

業
、
運
搬
収
集
関
係
、
機
械

系
や
電
気
系
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
者
が
川
上
か

ら
川
下
ま
で
関
わ
っ
て
い

る
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

で

年
度
に
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度
で
の
認
定
を
受
け

た
事
業
者
と
し
て
は
、
岩
手

県
宮
古
市
の
ウ
ッ
テ
ィ
河
合

５
８
０
０

、
製
材
廃

材
、
未
利
用
材

、
広
島
県

呉
市
の
中
国
木
材

１
万
８

０
０
０

、
材
廃
材
、
未

利
用
材

な
ど
が
あ
る
。
食

品
・
畜
産
な
ど
の
メ
タ
ン
発

酵
に
よ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電

も
、
企
業
の
参
入
が
相
次
い

で
い
る
。


